
（調査様式１）
１．　自己評価及び外部評価結果 作成日　平成　　年　　月　　日　

【事業所概要(事業所記入)】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【評価機関概要(評価機関記入)】

【外部評価で確認した事業所の優れている点，工夫点（評価機関記入）】

　ホームは、鹿児島市谷山支所から車で１０分程離れた閑静な山田地域の一
角に平成１８年に開設されている。周囲はスーパーマーケットや個人住宅に
囲まれ、近くには保育所や小・中学校、郵便局、医療機関等があり利便性は
十分で、幹線道路から一筋入っていることで気になる騒音等も感じない環境
である。２階建ての各階に１ユニットづつ設置され、共有部分及び居室共に
バリアフリーの余裕あるスペースが確保され、また、敷地には多種の草花や
樹木等が植えられて、利用者は四季を感じながら穏やかな日々を過してい
る。
　管理者及び職員は、理念に沿って利用者の尊厳や想い、特性等を大切に、
その人らしく健康で穏かな生活が過ごせる支援に日々努めている。日頃の会
話や面会、電話等で利用者や家族の意見、要望の汲み取りに努め、全体会議
やフロア会議等で協議して、心身の状況や自己決定を尊重した利用者主体の
ケアに取り組んでいる。家族との連携にも十分配慮しており、本調査に係る
家族アンケートからも満足度や信頼度の高さが窺える。
　管理者及び職員は、日頃から気軽に意見を言い合える信頼関係を構築して
おり、日常業務の中や申し送り、フロア会議等で運営やサービスの高上に向
けた意見、要望を協議して改善に繋げている。勤務シフトには個人的事情や
有給休暇の取得促進も配慮するなど、働きやすい職場環境の整備に取り組ん
でおり、計画的なホーム内の研修に加え外部研修も実施してスキルアップに
努めている。法人による給与体系や外部研修受講時の経費（受講料、資料
代）の助成制度も構築されて職員のモチベーションに繋がっている。

評価機関名 特定非営利活動法人ＮＰＯさつま

所在地 鹿児島市新屋敷町１６番A棟３F３０２号

訪問調査日 令和　3年　11月　22日

自己評価作成日 2021年10月18日

基本情報リンク先URL http://www.wam.go.jp/

所　在　地

※事業所の基本情報は，WAMNETのホームページで閲覧してください。

令和　3年11月26日

事業所番号 4670105180

法　人　名 株式会社ヘルスネット徳洲会

事 業 所 名 グループホーム山田の里

コロナ禍が続き、活動範囲が狭くなった利用者様の生活状況を見て、利用者様の気分
転換を図る為、ホーム内にての活動内容を増やしたり、又行事など開催する際は、現
在も外部からのボランティアを招く事が出来ない為、少しでも利用者様に笑顔で暮ら
して頂きたいと願い職員が一丸となって創意工夫、準備行っています。行事当日は手
品や楽器演奏披露など利用者様と共に行い、笑い声が室内中響くなど楽しい時間を提
供しています。  当施設は、認知症対応型施設グループホームであり、認知症に対し
ての知識を深める機会を増やし、職員の質の向上を目的として出来るだけ国家資格で
ある介護福祉士取得を目指してもらえる様、施設としても声掛け促しを行い、又、実
務者受講の場合、費用の半額を事業所負担とし資格取得が出来る様経済的支援も行っ
ています。介護職員が不足している昨今、今年度は、高卒生1名入職可能となり、福
祉の勉学に取り組んでもらっています。若いスタッフが無理なく介護業務を覚えて行
けるよう先輩介護職員も穏やかな環境作りに協力的でアットホーム的な環境の中、若
者の育成が出来ています。　　病院外来受診は、基本ご家族様引率、受診になってい
ますが、都合上、引率が出来ないご家族様からの依頼があった場合、相談に応じてい
ます。ご家族様へ月１回「山田の里便り」にて　1ヶ月間のバイタル（血圧・脈・体
温・sp02）、体重、食事・水分量、排泄（排尿・排便・便秘日数）、服薬の状況で身
体的な情報、又利用者様の一月間の報告生活状況をお知らせしたり、活動写真などお
送りしてご家族様にホーム内生活を詳細に伝達しています。

鹿児島市山田町44-3

（電 話）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり，管理者と職員
はその理念を共有して実践につなげて
いる

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう，事業所自体が地域
の一員として日常的に交流している

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を、地域の人々に向けて生かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービ
スの実際、評価への取り組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い、そこで
の意見をサービス向上に活かしている

利用者が、「家族や地域との関わりを
継続しながら一人一人の思いや能力等
を大切に、その人らしい平穏な生活の
支援」を理念に掲げており、理念は玄
関や事務室に掲示し、ホームのパンフ
レットにも掲載して共有を図ってい
る。全体会議等でケアの振り返りや意
見交換を行って理念に沿ったケアの実
践に努めている。

開設時より、地域との結びつきを大切
に日常的な交流に努めてきており、自
治会に加入して地域行事への参加や保
育園児との交流、実習生やボランティ
アの受け入れ等、積極的に取り組み、
また、ホームの行事には地域の人々の
参加が得られる関係が構築されている
が、現在はコロナ禍のため外出、外
食、ボランティア等の受け入れやイベ
ントへの住民参加は控えている。家族
との面会や園庭周辺の散歩、感染症予
防を徹底しての買い物（個別支援）、
ドライブによる季節の花見を実施し、
住民から寄せられる相談への対応等は
可能な限り受け入れている。

従来、会議は家族や民生委員、地域包括支
援センター職員等が参加して定期的（隔月
毎）に開催してきたが、コロナ感染症の予
防のため、現在は一堂に会しての会議開催
は中止し、ホームの現状や利用者の状況、
改善点等を職員で協議して改善に取り組ん
でいる。会議の資料を委員に送付してお
り、一部の委員は玄関先に様子窺いに来訪
してくださる等連携を図っている。

項　　目

一人ひとりに寄り添った介護や支援
が出来るよう研修や話し合いの場を
設けています。又、その人らしく暮
らせるように環境整備にも力を入れ
ています。スタッフには「理念」を
書面で配布していますが。今後、定
期的に理念の唱和を行いスタッフ全
員が理念に沿ったケアが継続出来る
様努めて行きます。

開設（H18年3月15）時から、町内会
に加入しています。コロナ禍の為、
外出自粛が続いていますが、秋には
近隣公園へドライブに出かけコスモ
スの花園を車中で眺める事などで季
節を感じて頂いています。又、精神
的不穏で買い物を熱望される方に対
しては、マスク、手指消毒など安全
面強化し、スタッフがマンツーマン
で近隣の商店へ買い物支援なども実
施するなど地域住民の一人として生
きている事を実感して頂く機会を可
能な範囲で設けています。このよう
な活動から地域の方々にもホームの
存在、利用者様へのご理解などが得
られ暮らしやすい環境を整えていま
す。コロナ禍の為、事業所としての地域
貢献が出来ていない状況の中、管理
者が「認知症等見守りメイト養成講
座」を受講し、地域の為に少しでも
お手伝い出来ないかと取り組みを開
始しているのが現状です。将来的に
は多くの職員、スタッフに受講する
機会を設け、認知症に対する知識を
深めたり、一人でも多くの人が地域
貢献できる事を目指しています。

現在、コロナ禍の中、運営推進会議
も感染予防の観点から、ホームでの
集合開催を見送っていますが運営推
進委員の方々には、月1回発行の施設
便り「山田の里」等を用いて運営状
況を報告行っています。又、書面上
にて助言など電話連絡出来るようお
願いしています。委員の方が時々、
玄関先まで来ホームされる事もあり
連携が取れています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に
取り，事業所の実情やケアサービスの
取り組みを積極的に伝えながら，協力
関係を築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地域
密着型介護予防サービス指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」
を正しく理解しており，玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組
んでいる

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち、利用者の
自宅や事業所内での虐待が見過ごされ
ることがないよう注意を払い、防止に
努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機会
を持ち、個々の必要性を関係者と話し
合い、それらを活用できるよう支援し
ている

介護保険の更新や各種制度の申請、報告に
関すること、運営やケアに係る相談、感染
症予防に関連する協議等を行って指導や助
言をもらい、また、生活保護を受給中の利
用者（６人）については担当ケースワー
カーと処遇等についても密に連携を図るな
ど、市担当者とは日頃から協力関係を築い
ている。市主催のズームによる会議や研修
にも積極的に出席してサービスの向上に努
めている。

身体拘束や権利擁護、虐待をしないケアの
取り組みについては計画的な研修の実施や
リモートによる外部研修への参加で周知を
図り、全体会や毎日の申し送り時に意見交
換も行って認識を共有している。身体拘束
適正化委員会も定期的（３か月毎）に開催
して拘束の無いケアに取り組んでいる。特
に言葉による拘束については常に留意して
おり、不適切な発言には、その都度注意し
合うなど日頃から改善に努めている。

管理者、職員とも「権利擁護に関す
る制度」の必要性を感じており、外
部研修、今後院内でも取り組みを始
め、制度の理解を全職員で図ってい
きます。

空床状況報告や各研修への積極亭参
加を行っています。又業務上疑問を
感じたり、判断に迷った時など、行
政に連絡しアドバイスを頂き、疑問
の解消を図り、意思疎通を図れる
様、取り組みを行っています。

全体会議にて身体拘束の院内勉強会
をしたり、管理者は、外部（県社会
福祉協議会）等の研修会に積極的に
参加し、拘束が虐待に繋がる、基本
的人権侵害に当たると言う認識を他
のスタッフに伝え、拘束の3原則に反
しない様取り組みを行ってます。

高齢者虐待、身体拘束などについて
定期的に研修会を行い職員全員が知
識を深めると共に日々のケアにおい
て、あざ、内出血痕がないか、特に
入浴・更衣時等、観察力を高め早期
発見に取り組んでおります。管理者
も、高齢者虐待等の研修等に参加し
虐待が見過ごされれない様、取り組
んでます
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族の不安や疑問点を尋
ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の
反映

　利用者や家族等が意見、要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け、反
映させている

利用者の思いは日頃の会話や表情、サ
イン等で汲み取り、家族からの意見や
要望は面会や電話、ＬＩＮＥ、意見箱
の設置、「山田の里便り」にコメント
で利用者の状況を伝えながら把握に努
めて改善に繋げている。特に「山田の
里便り」には、各利用者の食事や排
泄、バイタルの状況等の資料を添付し
て実態を共有しており、家族の安心に
繋がっている。本調査の家族アンケー
トの結果にも感謝の言葉が複数寄せら
れている。現在、コロナ禍のためイベ
ントへの家族参加は控えてもらってい
るが、面会は、事前に予約を受けて感
染予防を徹底しながら玄関の窓越しで
実施している。

管理者及び職員は、日頃から気軽に意
見を言い合える信頼関係を構築してお
り、日頃の業務の中や申し送り、フロ
ア会議、全体会議時に意見や要望を把
握し、定期（年２回）の個別面談に加
え、必要に応じて個人面談も行って改
善に取り組んでいる。ケアに関する助
言やスキルアップを図る研修を実施
し、勤務シフトには有給休暇の取得や
個人的事情にも配慮する等、働きやす
い職場づくりに努めている。法人の給
与体系や外部研修参加時の受講料等の
助成体制が確立されている。

契約時、プライバシーに配慮しなが
ら、家族様に理解出来る様、読み上
げ、単元毎、疑問点やわかりにくい
所等、家族様のペースに合わせて説
明を行っています。

家族様から、電話、来ホーム時、意
見・要望があった場合、必要に応じ
てリーダー会議を行い検討や改善策
を講じています。
直接、言えない家族様や外部の方々
には、匿名で記入できるよう「意見
箱」を玄関入口に設置し、より良い
運営が出来る様取り組んでいます。

月1回開催される職員会議やフロア会
などで職員が自由に意見を出し合
い、良い意見は充分に検討し運営に
盛り込んで行きます。言いづらい意
見は、日常時主任や副主任へ伝え再
度、検討する時間を設ける等で全職
員が運営に携わって行けるよう環境
を整えています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力
や実績、勤務状況を把握し、給与水
準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し、法人内
外の研修を受ける機会の確保や、働き
ながらトレーニングしていくことを進
めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり、ネットワーク
づくりや勉強会、相互訪問等の活動を
通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

コロナ禍の中、交流という事自体、
自粛していましたので、感染者数が
落ち着いて、安心した気持ちで外部
との交流が図れる様取り組んでいき
たい。　　　　現在は、ネットにて
他施設（グループホーム）の園内活
動などを参考にして活動内容をアレ
ンジして取り入れるなど工夫してい
ます。

本社を中心にして、待遇面・福利厚
生等の改善を行い、働きやすい環境
作りに取り組んでます。職員のスト
レスの軽減や体調面のフォローする
為に有給消化に向けての取り組み、
希望休などが取れやすい様、勤務体
制を整えています。

現場職員のレベルアップに繋がる
様、各個人の、力量等を総合的に判
断し研修参加に取り組んでいます。
勤務に支障をきたさないよう配慮し
ながら初任者研修、実務者研修受講
を職員に勧め、現在3名が介護福祉士
受験前の受講に励んでいます。介護
福祉士受講（実務者研修含む）の際
は、経済面の支援：助成金も行い職
員育成に力を注いでいます。今後
は、フｵロアップ研修・介護技術動画
などのネット研修を取り入れ職員の
資質向上に取り組みます。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、
本人が困っていること、不安なこと、
要望等に耳を傾けながら、本人の安心
を確保するための関係づくりに努めて
いる

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、
家族等が困っていること、不安なこ
と、要望等に耳を傾けながら、関係づ
くりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、
本人と家族等が「その時」まず必要と
している支援を見極め、他のサービス
利用も含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立
場に置かず、暮らしを共にする者同士
の関係を築いている

馴染みの関係が築ける様に、本人の
表情・言動等に注意しながら、生活
歴等を参考にしながら本人が興味を
抱いてくれそうな話題など、雑談し
ながら、不安な事や、思ってくれる
ことが自然に話せる様、取り組んで
います

ご家族様と話しやすい相談しやすい
雰囲気作り、情報の共有を図ってま
す。

ご本人、ご家族様の意向・要望を聞
き、本人様の状態、家族様が本人様
にどのようにして暮らして行きたい
か、どうありたいかを、一緒に考え
ております。

ご本人と一緒に穏やかに、安心した
気持ちで過ごせる様、ご本人様の意
思を大切にし、ケアする立場ではな
く、お互いに、居心地の良く生活し
てもらえる様、コミュニケーション
を図ってます

16

17

18

15

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立
場に置かず、本人と家族の絆を大切に
しながら、共に本人を支えていく関係
を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れないよ
う、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わり
合い、支え合えるような支援に努めて
いる

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了して
も、これまでの関係性を大切にしなが
ら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

利用者毎の馴染みの情報を共有してお
り、通常は周辺の散歩や買い物、通
院、一時帰宅、外食、墓参等を家族の
協力を得ながら支援しているが、現在
コロナ禍に配慮して外食、外泊等は控
えてもらい、家族との交流は短時間の
面会や電話、手紙の取り次ぎによるも
のとなっている。日光浴を兼ねての周
辺の散歩では地域の人と挨拶を交わ
し、農産物等を頂く等の交流は日常的
に継続し、ドライブによるコスモスの
見学や隣接のスーパーマーケットでの
買い物など、利用者の状況に配慮した
個別の支援にも取り組んでいる。

コロナ禍前は、親しい友人・知人が
気軽に訪問し、楽しい時間が過ごせ
る様、又、電話等、本人の体調不良
時以外、取次ぎを行い外出・外泊も
家族様の都合にあわせて対応してお
りました。現在のコロナ禍が以前の
状態に戻った時は、前記のように取
り組みます。現在は、事務所前にて
ガラス越しの面会が出来る様になり
幾分か関係継続維持の支援が可能に
なりました。

表情がさえない、口数が減った不満
な感じが見て取れるような時は、寄
り添う気持ちで話を傾聴し不安の解
消に努める。又、座席の配置等、利
用者様同士の関係性に配慮して、支
援しています。

暫くして、ご家族様の様子をお伺い
させていただき、お困りの事がない
のか連絡を取り、ご家族様の想いを
受け止め、相談毎に対応しておりま
す。

ご本人、ご家族様の想いによりそい
ながら、お互いの良い面をお伝え
し、良好な関係性が保てる様、取り
組んでおります。

8

22

19

20
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7



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難な
場合は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮ら
し方、生活環境、これまでのサービス
利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身
状態、有する力等の現状の把握に努め
ている

○チームでつくる介護計画とモニタリ
ング

　本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について、本人、家族、
必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

ケアプランには、利用者や家族の意向
を丁寧に聞き取り、主治医や看護師の
指示やカンファレンス及びモニタリン
グ時の職員の意見等を基に、残存機能
や習慣、趣味等にも配慮した利用者主
体の介護計画を作成している。利用者
の状況変化時には実態に沿った計画に
変更し、利用者や家族の理解も得なが
ら改善を図るケアに取り組んでおり、
実施状況は申し送りやケース記録、介
護日誌等で共有している。

利用者の思いを日頃の会話や独自のサ
イン等から汲み取り、フロア会議や申
し送り等で協議して利用者主体の生き
がいのある暮しの支援を、家族の協力
も得ながら取り組んでいる。利用者が
希望する趣味や食材の下処理、テーブ
ル拭き、洗濯物たたみ、床のモップ掛
け等の取り組みを、心身の状況や意欲
等に配慮しながら個別に支援し、衣服
やおやつ、飲み物等は利用者自身が選
択するような語りかけを行うなど、達
成感や自己肯定感が得られるように努
めている。

ご本人様を中心とした介護計画：ご
本人さんの希望や思い、ご家族様の
思いなどの聞き取り健康面からは、
主治医からの医療情報提供などによ
り心身状態の把握に努め、全情報を
基に本人さんの暮らしやすい生活を
営む為に課題とケアのあり方を職員
で話し合い作成しています。入院な
どにより見直しが必要な場合は、再
度、ご本人、ご家族、主治医、関係
機関に意見を聞きながら変更を行っ
ています。

まず、ご本人に此処でどの様に暮ら
したいのか、暮らして行きたいのか
をお聞きし、ご本人の気持ちに寄り
添える事が大切だと思っています。
聞き取りが困難な場合は、ご本人様
の立場になって検討して行きます。

お一人お一人の生活歴等を大切に
し、居心地よく過ごしてもらえるよ
う生活環境を自然に馴染めるよう充
分配慮しています。同郷の方がいま
したらフロア席など隣席にして昔話
しが出来るよう座席配置等、工夫し
ております。

ご本人がどの様にここでの生活を送
りたいのかを意向としてお聞きしス
タッフと情報共有しながら、ご本人
の残存機能に着目しながら、実施し
てます。

10

923
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25

26

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気
づきや工夫を個別記録に記入し、職員
間で情報を共有しながら実践や介護計
画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の
多機能化

　本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサービ
スに捉われない、柔軟な支援やサービ
スの多機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている
地域資源を把握し、本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大
切にし、納得が得られたかかりつけ医
と事業所の関係を築きながら、適切な
医療を受けられるように支援している

かかりつけ医は本人・家族が希望する医療
機関での治療を支援しているが、殆どの利
用者が協力医療機関を主治医としている。
定期的な通院や訪問診療が実施され、他科
受診も家族と連携しながら同行している。
協力医療機関との医療連携の体制を構築
し、看護師も週１回来訪して衛生や健康管
理に取り組んでいる。健康状態は毎月家族
にも詳細な資料で報告しており、利用者及
び家族の安心に繋がっている。

日々の記録を大切にし、職員各自、
気付き、状態の変化の記録を、記入
し利用者の情報共有を図っていま
す。

ご本人にとってより良いサービスの
提供という視点から、かかりつけ
医、訪問看護、薬局、歯科、福祉用
具、家族様等と連携を取りサービス
の多機能化に取り組んでおります。

施設周りの病院、地域包括、施設等
を把握しご本人の暮らしの一助にな
ればと把握を行っています。

ご利用者様、ご家族様の意向をお聞きし
要望に応えられる様、各かかりつけ医と
相談しながら執り行っております。状態
が変わって看取りになった場合、看取り
対応出来るクリニックに引継ぎを行い継
続したケアの構築を図ってます。11

28

29

30

27
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを、職場内の看護
職員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療
できるように、また、できるだけ早期
に退院できるように、病院関係者との
情報交換や相談に努めている。また
は、そうした場合に備えて病院関係者
との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有
と支援

　重度化した場合や終末期のあり方に
ついて、早い段階から本人や家族等と
話し合いを行い、事業所でできること
を十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、すべての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

重度化や看取り対応の詳細な指針を整備
し、利用開始時に本人や家族に説明して理
解を得ており、「事前意思確認書」で方針
を共有している。入所後も利用者の状態変
化に応じて説明と意向確認を行い、重度化
した時点で主治医より病状説明があり、家
族の意向を十分確認しながら、主治医や看
護師と連携して可能な限り希望に沿った支
援に取り組んでおり、本年度は１件の看取
りを実施している。看取り後は全職員から
振り返りや改善へのアンケートを実施して
改善に繋げている。

入退院時、相談員を中心として情報
交換を密に行い、家族様とも情報の
共有を図り、早期の受け入れが出来
る様、取り組んでおります。

重度化や終末期に向けて、関係医療
機関、家族様と情報の共有を図り、
家族様の想いを関係するスタッフ一
同で共有し、事業所で出来る事、出
来ない事を説明し理解を得てもらい
チームでケアを一体となって行いた
いと思います。

利用者の急変や事故発生時に備えて
の職員への応急手当、初期対応への
訓練、研修が足りてないので、研修
等へ参加し皆が実践出来る力を高め
ていきたい。

現在、職場内には看護職員は在籍し
てないが、訪問で来られる看護師等
に、日中、夜間等の情報を伝え指
示、アドバイスを頂いて必要時には
医療連携を取り病院受診などがス
ムーズに出来ています。

12

34

31

32

33

10



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼
夜を問わず利用者が避難できる方法を
全職員が身につけるとともに、地域と
の協力体制を築いている

災害発生を想定した訓練を年２回（一
回は夜間想定）実施し消防署の協力も
得られている。通常は住民の訓練への
参加も得られているが、コロナ禍に配
慮して今回はホームの利用者と職員で
安全確保を視点に避難や通報、消火等
の訓練を実施している。日頃から連絡
網の整備や避難経路を確認し、災害の
報道を基に意見を交わすなど防災への
認識の共有に努めている。スプリンク
ラーや自動通報装置が設置されてお
り、災害時の水や保存食等の充実を
図っている。

年2回の消防訓練（内1回は夜間想
定）は実施してる。利用者が避難出
来る方法とか周知出来てない。地域
との協力体制も不十分である。

1335
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや対
応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支
援

　日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり、自己決定できるように働き
かけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく、一人ひとりのペースを大切
にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一
人ひとりの好みや力を活かしながら、
利用者と職員が一緒に準備や食事、片
付けをしている

好みや栄養バランス、形態、季節感、疾病
に伴う摂取制限等に配慮した１週間ごとの
メニューを作成し、利用者も簡単な下処理
やテーブル拭き等を楽しみながら一緒に調
理している。食事は利用者の一番の楽しみ
で関心も高いことから、季節の行事食や誕
生日の希望食、手作りのおやつ、園庭での
お茶等、食事が楽しみとなるよう日々工夫
しているが、コロナ禍に配慮して外食や家
族との会食は自粛中である。各利用者の食
事や水分の摂取状況も把握し、口腔ケアも
プランに反映してケアしている。

人格や誇りを損ねる事の無いように研修の
実施やケアの振り返り、意見交換等で認識
を共有し、利用者の生活歴や心身の状態、
習慣等にも配慮しながら自己決定を尊重し
た語りかけに努める等、工夫してケアに取
り組んでいる。居室やトイレ、浴室等はプ
ライバシー保護に配慮した構造になってお
り、衣服の着脱や排泄、入浴時の声掛けは
羞恥心にも配慮して適切な声のトーンや言
葉遣いに努めている。利用者に係る記録等
は事務室のキャビネットで適切に管理して
いる。

食事時間もご本人様の体調、希望等
に応じ対応しており、ご本人様が居
室で休まれたい、横になりたいと言
われれば、ご本人の意思を尊重し支
援してます。

意思の表示が出来る利用者は、自分が
着たい洋服を選んでもらい、自己決定
にて実行してます又、2ヶ月に1回の理
美容時には、好みに応じてカットを
行ってる。。

毎日、違うメニュウを提供し、食事
形態もそれぞれ、利用者様の嚥下状
態等を加味しながら、刻み、トロ
ミ、ミキサー食を用意し対応してま
す。

利用者様には全員さん付でお名前を
呼ばせて頂き、利用者様の意思を尊
重し、納得してもらえる様、声掛け
等、行ってる。居室にてお話をお聞
きしたり、トイレ介助時等、ドアを
閉める、居室訪問時、ノックにて訪
室。

ご本人の想いや希望を言いやすい雰
囲気作り、馴染みの関係性を築き、
気軽に自分の意見・想いが出せる
様、取り組んでいます。

14

1540

36

37

38

39

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が
一日を通じて確保できるよう、一人ひ
とりの状態や力、習慣に応じた支援を
している

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態や
本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
飲食物の工夫や運動への働きかけ等、
個々に応じた予防に取り組んでいる

各利用者の排泄パターンをチェック表等か
ら把握し、心身の状況や習慣にも配慮した
声掛けで可能な限りトイレでの排泄を支援
しており、ポータブルトイレの利用者は現
在はいない。利用者の状態に応じた介護用
品やケアの方法を介護計画に反映させて改
善に取り組んでおり、介護用品の減少など
の効果がみられている。便秘の予防は、主
治医にも相談しながら繊維分の多い食材や
乳製品、水分の摂取及び運動量等に配慮し
ている。

排便を日々チｴックし、排便見られな
い時、ヨーグルト、水分を多めに摂
るとか、又、下剤の量をコントロー
ルしたりとか工夫をしながら取り組
んでおります

食事量、水分量を毎食後確認し、摂
取量が不足してる場合、補助栄養食
品を検討したりして各自の健康状態
を把握している。

毎週火曜に訪問歯科に入ってもら
い、お口の中の状態確認を行い、口
腔内の清潔保持、トラブル防止を
図っている。

排便・排尿等、記録に入力し、各自
の排泄パターン、習慣化の把握をス
タッフで情報共有し、トイレでの排
泄・自立に向けて、スタッフが定期
的に声掛け・促しを行い自立に向け
た支援を行ってます。16
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように、職員の
都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて、休息したり、安心して
気持ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確
認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように、一人ひとりの生活暦や力を
活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるように支援に
努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出か
けられるように支援している

日常的に周辺の散歩や買い物、園庭でのお
茶や懐メロを歌うこと等を体調等に配慮し
ながら実施しているが、コロナ禍に配慮し
て、原則、一時帰宅、墓参、外食、会食等
の外出は控えてもらっている。地域のイベ
ントの殆どが中止され、ホームの行事も十
分には実施できない状況であるが、慈眼寺
公園にドライブによるコスモスの見学を実
施し、法事や葬式への参列は、利用者に
とっては大事なことと理解して感染予防を
徹底しての参加を支援している。

基本週２回の入浴を清拭も取り入れながら
支援しているが、必要に応じその都度、
シャワー浴で清潔を保っている。入浴の順
番や温度、時間、習慣、同性介助、好みの
シャンプー等は利用者の意向に沿って柔軟
に対応し個浴でゆっくり楽しんでもらって
おり、入浴後は水分補給や皮膚疾患の手当
を支援している。入浴をためらう利用者に
は、無理強いしないで時間の変更や声かけ
等を工夫し、利用者の意向を汲み取りなが
ら保清に努めている。

利用者様と相談しながら、出来るだ
け希望に添える様に、曜日、時間
等、配慮してます。本人様から、今
日は入浴したくないと訴え等有りま
したら、曜日変更等、工夫していま
す。

ご本人のペースで生活出来る様、な
るべくご本人の意向にあわせて、配
慮しております。

薬剤情報提供書にて、薬の目的、副
作用、用法、用量についてスタッフ
各自確認・理解を得てます。又、飲
みにくい場合、トロミを付けるなど
工夫しながら、服用出来る様、努め
てます

行事、イベント、季節感を感じて頂
ける様、毎年、外出し季節の移ろい
を感じてもらってます

天気の良い日とか、施設の周りを負
担の無い程度に、職員と一緒に散歩
したり、施設前の駐車場にてテーブ
ル、椅子を使用して、飲みものとお
菓子を食べたり、皆で歌を歌ったり
してます

18
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大
切さを理解しており、一人ひとりの希
望や力に応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話を
したり、手紙のやり取りができるよう
に支援している

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用
者にとって不快や混乱を招くような刺
激（音、光、色、広さ、湿度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を
取り入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場
所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、
気の合った利用者同士で思い思いに過
ごせるような居場所の工夫をしている

利用者が昼間の殆どを過ごすリビングは中
庭も設けられて明るく余裕あるスペースが
確保されており、動線や利便性に配慮して
手すりやテーブル、ソファ、テレビ等が設
置されている。随所に活花や観葉植物、利
用者の作品等が飾られ、台所からは調理の
音や臭いが伝わって和やかな雰囲気であ
る。清掃や空調、衛生管理等が徹底され、
不快に感じる音や臭いもなく、利用者は日
常的に園庭の樹木や草花を愛でたり、回廊
式の廊下で歩行を楽しんむなど、穏やかな
日々を過ごしている。

基本、お金の所持は家族様又は本人
管理でお願いしてます。

ご家族、知人、友人等、電話の取次
ぎを行い、利用者様から電話を掛け
たいと申し出があれば事務所の電話
にて連絡を取ってます。通話可能な
方は携帯の持ち込みは可能です。

季節感を感じて頂ける様、季節毎に
廊下の壁などを使用して壁紙などを
用いて対応してます。

ソファを配置して、くつろげる空間
を確保したり、中庭を設ける事で、
フロア内に居心地の良い空間を提供
しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

項　　目

外
部
評
価

外部評価
自
己
評
価

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人
や家族と相談しながら、使い慣れたも
のや好みのものを活かして、本人が居
心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

○一人ひとりの力を活かした安全な環
境づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

居室はフローリングに腰高窓の構造で 明る
く、エアコン、ベッド、タンス、洗面台が
設置してあり、利用者に確認しながら整理
整頓を支援している。利用者が戸惑うこと
の無いように、入口には写真入りの名札を
掲げるなど工夫している。利用者は自宅で
愛用していたテレビや楽器（ギター）、寝
具、小物、家族写真等を持ち込み、また、
自身の作品も飾る等、家庭同様に居心地良
く過ごせる環境となっている。

入居時、今まで使われてた馴染みの
家具等、持ち込み大丈夫なのでと説
明してます。出来るだけ、今まで生
活で使われてたものを持ち込み使う
様、取り計らってます。

フロア内の壁に手すりを付け、安全に
手摺を使って移動出来る様、配慮して
ます。椅子も肘付椅子にて転落防止を
図ってますトイレの場所がわからない
利用者様の為に張り紙をしてトイレに
スムズーに行ける様工夫してます

2054

55

16



1 ほぼ全ての利用者の

〇 2 利用者の2/3くらいの

3 利用者の1/3くらいの

4 ほとんど掴んでいない

〇 1 毎日ある

2 数日に１回程度ある

3 たまにある

4 ほとんどない

1 ほぼ全ての利用者が

〇 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

〇 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

〇 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）

60

Ⅴ　アウトカム項目
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1 ほぼ全ての利用者が

〇 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

〇 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族と

〇 2 家族の2/3くらいと

3 家族の1/3くらいと

4 ほとんどできていない

1 ほぼ毎日のように

2 数日に１回程度ある

〇 3 たまに

4 ほとんどない

1 大いに増えている

〇 2 少しずつ増えている

3 あまり増えていない

4 全くいない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）

61

62

63

64

65

18



1 ほぼ全ての職員が

〇 2 職員の2/3くらいが

3 職員の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

〇 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族等が

〇 2 家族等の2/3くらいが

3 家族等の1/3くらいが

4 ほとんどいない

職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。

66

67

68

19


